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早朝、洋県の青空に羽ばたくトキ

ｔ

フ

２
０
１
０
年
に
九
重
町
と
中
国
陳
西
省
林
業

庁
と
で
締
結
し
た

「環
境
保
護
協
力
協
定
」
に

基
づ
く
中
国
陳
西
省
の
西
安
及
び
洋
県

へ
の
第

２
回
中
学
生
派
遣
事
業
が
、
平
成
２４
年
８
月
１

日
か
ら
５
日
ま
で
の
５
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
第
１
に
、
野
生
の
ト
キ
が

生
息
で
き
る
ほ
ど
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
た
洋

県
の
自
然
環
境
を
直
に
観
察
し
、
そ
の
保
護
活

動
の
現
状
や
課
題
を
学
び
九
重
町
の
自
然
保
護

活
動
に
活
か
す
人
材
を
育
て
る
こ
と
、
第
２
に
、

洋
県
の
こ
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
友
好

を
深
め
る
こ
と
、
第
３
に
、
中
国
の
歴
史
文
化

及
び
人
々
の
暮
ら
し
に
触
れ
、
国
際
的
な
視
野

を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
日
間
の
行
程
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
広
大
な

土
地
と
悠
久
の
歴
史
、
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展

を
遂
げ
て
い
る
西
安
市
や
、
学
名
ニ
ッ
ポ

ニ
ア

ニ
ッ
ポ
ン
、
日
本
で
は
絶
滅
し
て
し
ま

っ
た
野

生
の
ト
キ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
処

と
な
く
九
重
町
に
似
て
い
る
風
景
の
空
を
飛
ぶ

ト
キ
を
見
て
、
何
年
先
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
中
学
生
た
ち
も
九
重
町
の
空
に
ト
キ
が

飛
ぶ
姿
を
思
い
描
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
研
修
は
、
ま
さ
に

『百
間
は

一
見
に
し

か
ず
』
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

）

訪問団 13名、出発前の記念撮影、緊張しています。

し

陳西省林業庁を表敬訪間、お迎えいただいたのは、
左より常さん、高林業庁長、雷さん

中
国
陳
西
省
中
学
生
派
遣
事
業
に
参
加
し
て

野
上
中
学
校
　
２
年
　
一局
倉
　
南
咲

私
は
中
国
陵
西
省
中
学
生
派
遣
事
業
に
参
加
す
る
に
あ

た

っ
て
、
初
め
て
行
く
国
の
文
化
に
ふ
れ
日
本
と
の
違
い

を
見
つ
け
る
こ
と
、
中
国
の
方
と
交
流
す
る
時
、
中
国
の

方
の
い
い
所
を
少
し
で
も
多
く
見
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と

し
ま
し
た
。
事
前
研
修
で
ト
キ
の
こ
と
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
簡
単
な
中
国
語
を
勉
強
し
た
私
は
、
中
国
の
事
に
つ

い
て
も
っ
と
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

出
発
の
日
、
福
岡
空
港

へ
行
く
と
多
く
の
人
が
い
ま
し

た
。
こ
こ
に
い
る
ほ
と
ん
ど
の
人
は
日
本
語
を
話
し
て
い

ま
す
が
、
中
国

へ
行
く
と
日
本
語
を
話
す
人
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
と
思
う
と
少
し
不
安
で
し
た
。
そ
し
て
し
ば
ら
く

し
て
中
国
に
つ
き
ま
し
た
。
中
国
へ
着
く
と
、
と
て
も
新

鮮
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
中
国
の
街
を
見
て
と

て
も
き
れ
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
夜
の
町
並
み
は

昼
と
は
少
し
違

っ
た
感
じ
が
あ
り
、
と
て
も
き
れ
い
で
し

た
。２

日
目
は
、
ま
ず
西
安
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
聞
い
て

い
た
と
お
り
人
や
車
が
と
て
も
多
く
驚
き
ま
し
た
。
見
学

に
行

っ
た
大
雁
塔
や
険
西
省
歴
史
博
物
館
な
ど
は
と
て
も

歴
史
を
感
じ
、
す
ば
ら
し
か

っ
た
で
す
。
そ
し
て
夕
食
、

中
国
の
食
事
と
い
え
ば
回
転
テ
ー
ブ
ル
で
す
。
中
国
の
料

理
は
日
本
と
は
少
し
ち
が

っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
が
、
と

て
も
楽
し
く
食
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
日
目
は
洋
県

へ
出
発
し
ま
し
た
。
洋
県
と
い
え
ば
ト

キ
や
パ
ン
ダ
が
有
名
で
す
。
そ
し
て
現
地
の
子
ど
も
達
と

の
交
流
で
す
。
と
て
も
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。
洋
県

へ
到

着
し
て
ま
ず
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。
野

生
に
近
い
形
で
飼
わ
れ
て
い
る
ト
キ
を
見
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ト
キ
は
羽
の
色
が
ト
キ

色
と
よ
ば
れ
る
色
で
と
て
も
き
れ
い
で
美
し
か

っ
た
で

す
。
次
は
現
地
の
子
ど
も
達
と
の
交
流
で
し
た
。
み
ん
な

と
て
も
か
わ
い
く
て
明
る
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
上
手
な

ダ
ン
ス
や
歌
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
交
流
会
最
後
の

折
り
紙
や
ぬ
り
絵
を
す
る
と
き
、　
一
人
の
女
の
子
と
仲
良

く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
教
え
た
り
教
え
て

も
ら

っ
た
り
し
て
、
折

っ
た
折
り
紙
に
自
分
の
名
前
を
書
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交流会での双方の発表の後、折り紙や塗り

絵を共同作業しました。言葉は良く分から

なくても気持ちは通じ合うことができ、仲

良くなりました。

大雁塔から眺める西安市内の風景、中国の

壮大な歴史と現在の発展ぶりが一目で分か

ります。

桜観台珍稀野生動物護救飼育センターで保

護されている珍しい動物たち 【レイギュウ】

交流会における中国の子ども達の見事な舞

踊 (ダンス)

西門の城壁から望む西安市内、西安市はほ
とんど毎日このようにどんよりしています。

洋県の子ども達との交流会の様子、練習不

足を吹き飛ばし、きつちりと発表を行いま

した。

トキのねぐらの観察の模様、夜が明ける前

から観察を始め、 トキが飛び立つまで約 1

時間、じつと待ちました。

じ

じ

桜観台珍稀野生動物護救飼育センターの看

板、研究中の表示でも分かるように決して

観光施設ではありません。中国では稀少動

物の保護及び繁殖に力を入れています。

洋県 トキ保護センター、まさしく鴇色の ト

キの像が迎えてくれました

き
渡
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
な
り
の
で
き
る
事
で
し
た
。

す
る
と
相
手
の
子
も
名
前
を
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
名
前
の
書
い
た
折
り
紙
を
交
換
し
ま
し
た
。
写
真
も

と
り
ま
し
た
。
そ
の
女
の
子
の
名
前
は
わ
か
ら
な
い
し
字

も
読
め
な
い
け
ど
、
そ
の
折
り
紙
は
私
に
と
っ
て
宝
物
に

な
り
ま
し
た
。
言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
心
は
通
じ
あ
え
た

感
じ
が
し
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
お
別
れ
の
時
、
ほ
ん

の
少
し
の
時
間

一
緒
に
い
た
だ
け
だ

っ
た
け
ど
、
な
ぜ
か

一捩
が
で
て
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
日
の
交
流
会
は

私
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
思
い
出
で
す
。

次
に
野
生
の
ト
キ
ね
ぐ
ら
視
察
に
行
き
ま
し
た
。
自
然

に
飛
ん
で
い
る
野
生
の
ト
キ
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
感
動

し
ま
し
た
。
野
生
の
ト
キ
は
、
力
強
く
と
て
も
た
く
ま
し

く
見
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
改
め
て
、
九
重
町
に
ト
キ

が
す
め
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

４
日
日
、
西
安

へ
戻
り
楼
観
台
珍
稀
野
生
動
物
護
救
飼

育
セ
ン
タ
ー

ヘ
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
パ
ン
ダ
や
孫

悟
空
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
猿
も
見
る
事
が
で
き
感
激
し
ま

し
た
。
本
物
の
パ
ン
ダ
は
大
き
く
て
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
中
国
最
後
の
日
、
ホ
テ
ル
を
出
発
し
市
内
観
光

ヘ

行
き
ま
し
た
。
中
国
研
修
最
後
の
観
光
だ

っ
た
の
で
少
し

さ
び
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
空
港
に
到
着
、
そ
れ
は
今
ま

で
お
世
話
に
な

っ
た
ガ
イ
ド
さ
ん
や
バ
ス
の
運
転
手
さ

ん
、
中
国
の
方
々
と
の
お
別
れ
で
し
た
。
そ
う
考
え
る
と
、

と
て
も
さ
び
し
く
て
日
本

へ
帰
り
た
く
な
い
と
い
う
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
。
飛
行
機
内
で
夕
食
を
と
り
、
し
ば
ら

く
す
る
と
見
覚
え
の
あ
る
街
が
見
え
て
き
て
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
空

港
内
の
人
が
日
本
語
で
話
し
て
い
る
事
が
、
海
外
か
ら
帰

っ
て
来
た
時
は
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
今
、
日
本

に
帰

っ
て
思
う
こ
と
は
、
中
国
と
い
う
国
は
と
て
も
す
ば

ら
し
く
、
歴
史
あ
ふ
れ
る
い
い
国
だ
と
い
う
事
、
そ
し
て

何
よ
り
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
の
中
国
の
方
々
の
優
し
さ
や

温
か
さ
を
感
じ
る
事
が
で
き
た
と
い
う
事
で
す
。
私
は
中

国
の
方
の
や
さ
し
さ
と
温
か
い
笑
顔
が
大
好
き
で
す
。
今

回
、
本
当
に
中
国
険
西
省
中
学
生
派
遣
事
業
に
参
加
し
て

良
か

っ
た
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

現
在
中
国
と
日
本
は
、
尖
閣
諸
島
の
領
土
問
題
な
ど
の
課

題
も
あ
り
ま
す
が
、
私
は
日
本
と
中
国
が
今
よ
り
も

っ
と

仲
よ
く
な
る
事
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
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九
重
町
と
教
育
委
員
会
は
、
「九
重
町
学
校
再
編
整
備
計
画

（平
成
２‐
年
６
月
策
定
ご

を
見
直
し
、
「第
２
次
九
重
町
学
校
再
編
整
備
計
画
」
と
し
て
平

成
２４
年
９
月
１１
日
付
け
で
公
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
飯
田
地
区
区
長
会
と
飯
田
地
区
保
護
者
有
志

一
同
か
ら
の
２
件
の
陳
情
を
審
議
す
る
た
め
臨
時
議
会

を
開
催

（会
期
中
に
、
飯
田
中
学
校
を
考
え
る
会
か
ら
反
対
署
名
が
提
出
さ
れ
る
）
し
、
区
長
か
ら
の
陳
情
を
採
択
、
保
護
者
有
志
か
ら
の
陳
情
を
不
採
択

と
し
た
結
果
に
基
づ
い
て
、
町
と
教
育
委
員
会
が
飯
田
中
学
校
を
平
成
２５
年
４
月
に

「
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校
」
に
統
合
す
る
方
針
と
し
た
こ
と
に
よ
り
見

直
し
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

現
在
、
通
学
対
策
や
制
服
な
ど
に
つ
い
て
、
飯
田
地
区
の
保
護
者
を
含
め
た
通
学
対
策
部
会
、
開
校
準
備
会
で
具
体
的
に
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の

「計
画
見
直
し
の
経
過
」
、
「教
育
委
員
会
の
対
応
」
、
「統
合
中
学
校
建
設
推
進
協
議
会
の
審
議
経
過
」
、
「総
合
開
校
準
備
会
組
織
」
の
状
況

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

計

画
見
直
し

の
経
過

①
６
月
１
日
飯
田
地
区
の
区
長
理
事
と
町
長
の
意
見
交
換
会
を
開

催
　
町
か
ら
飯
田
地
区
の
現
状
と
課
題
の
次
の
３
点
に
つ
い
て

説
明

。
生
徒
数
の
減
少

。
飯
田
中
学
校
校
合
の
早
急
な
耐
震
補
強
対
応

・
統
合
中
学
校
へ
の
区
域
外
就
学
の
動
き

②
飯
田
地
区
の
地
区
別
区
長
会
へ
の
説
明
の
要
請
に
よ
り
、
説
明

会
に
参
加

（７
月
７
～
Ｈ
日
）

③
各
行
政
区
で
会
合
が
開
か
れ
、
飯
田
中
学
校
の
統
合
問
題
を
協

議
、
飯
田
地
区
区
長
会
の
意
見
集
約
で
開
％
が
早
い
時
期
の
統

合
推
進
を
希
望

④
７
月
２３
日
飯
田
地
区
区
長
会
か
ら

「
一
日
も
早
い
統
合
推
進
」

の
陳
情
が
町
長
と
議
長
に
提
出
さ
れ
る

⑤
８
月
３
日
飯
田
地
区
保
護
者
有
志
か
ら

「平
成
２５
年
４
月
の
統

合
は
あ
ま
り
に
も
拙
速
で
あ
り
反
対
」
の
陳
情
が
町
長
、圭峨
長
、

教
育
委
員
長
に
提
出
さ
れ
る

⑥
こ
の
２
件
の
陳
情
の
審
議
の
た
め
臨
時
議
会
を
開
催

（８
月
９

日
か
ら
１６
日
ま
で
会
期
８
日
間
）

⑦
２
件
の
陳
情
は
教
育
民
生
観
光
常
任
委
員
会
に
付
託
、
審
議

③
会
期
中
の
８
月
１３
日
飯
田
中
学
校
を
考
え
る
会
か
ら
条
件
整
備

が
整
わ
な
い
時
点
で
の
統
合
反
対
の
６
１
０
名
の
署
名
が
議
会

に
提
出
さ
れ
る

⑨
８
月
１６
日
　
議
会
が
飯
田
地
区
区
長
会
か
ら
の
陳
情
を
採
択

）

教
育
委
員
会

の
対
応

①
８
月
１３
日
　
教
育
委
員
会
協
議
開
催
　
議
会
と
町
長
宛
に
２
件
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、

臨
時
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
今
後
の
対
応
の
協
議
。
町

長
と
意
見
交
換

②
８
月
１５
日
　
教
育
委
員
協
議
会
　
町
長
と
意
見
交
換

③
８
月
１６
日
　
臨
時
議
会
で
飯
田
地
区
区
長
会
か
ら
の
陳
情
が
採
択

④
８
月
２４
日
　
定
例
教
育
委
員
会
を
開
催
　
次
の
事
項
を
協
議

。
学
校
再
編
整
備
計
画

・
飯
田
地
区
の
通
学
対
策

。
今
後
の
対
応

⑤
８
月
２９
日
　
飯
田
中
学
校
教
職
員
に
経
過
説
明

⑥
８
月
２９
日
　
町
長
と
教
育
委
員
の
最
終
調
整

⑦
８
月
２９
日
　
町
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
会
に
経
過
説
明

③
８
月
３。
日
　
統
合
建
設
推
進
協
議
会
　
経
過
説
明
と
今
後
の
対
応
を
協
議

⑨
８
月
３‐
日
　
飯
田
地
区
保
護
者
を
対
象
と
し
た
、説

明
会

⑩
９
月
６
日
　
通
学
対
策
部
会

（飯
田
地
区
保
護
者
参
加
）

①
９
月
Ｈ
日
　
第
３
回
定
例
議
会
開
会

・
町
と
教
育
委
員
会
の
方
針
で
あ
る
「第
２
次
学
校
再
編
整
備
計
画
」
の
説
明

。
そ
の
他
の
対
応
に
つ
い
て
説
明

⑫
９
月
Ｈ
日
　
定
例
教
育
委
員
会

⑬
９
月
１３
日
　
通
学
対
策
部
会

⑭
９
月
１４
日
　
総
合
開
校
準
備
会

（飯
田
中
学
校
教
職
員
参
加
）

⑮
９
月
１４
日
　
開
校
準
備
会

（飯
田
地
区
保
護
者
参
加
）

⑩
９
月
１８
日
　
第
１７
回
統
合
中
学
校
建
設
推
進
協
議
会

）
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じ

統
合
中
学
建
設
推
進
協
議
会

の
審
議
経
過

①
平
成
２２
年
２
月
　
第
１
回
統
合
中
学
校
建
設
推
進
協
議
会
設
置

町
三
役
、
議
会
代
表
、
町
民
代
表
、
学
校
関

係
者
、
保
護
者
代
表
、
行
政
職
員
で
構
成

②
平
成
２２
年
６
月
　
第
７
回
建
設
推
進
協
議
会
で
建
設
場
所
を
決

定

③
平
成
２２
年
７
月
　
豊
後
大
野
市
立
緒
方
中
学
校
視
察

（教
科
教

室
型
の
研
修
）

④
平
成
２２
年
７
月
　
福
岡
県
八
女
市
立
矢
部
中
学
校
視
察

（教
科

教
室
型
の
研
修
）

⑤
平
成
２２
年
９
月

⑥
平
成
２２
年
１０
月

⑦
平
成
２２
年
Ｈ
月

③
平
成
２３
年
７
月

⑨
平
成
２３
年
１２
月

⑩
平
成
２４
年
４
月

①
平
成
２４
年
８
月

⑫
平
成
２４
年
９
月

第
８
回
建
設
推
進
協
議
会
で
施
設
設
備
部
会

設
置

（平
成
２３
年
７
月
ま
で
に
Ｈ
回
の
施
設

整
備
部
会
を
開
催
し
、
平
面
計
画
や
各
教
室

の
仕
様
を
検
討
）

第
９
回
建
設
推
進
協
議
会
で

「新
中
学
校
の

新
築
基
本
構
想

・
基
本
計
画
」
を
決
定

通
学
対
策
部
会
設
置

（現
在
ま
で
通
学
対
策

に
つ
い
て
協
議
中
）

第
１３
回
建
設
推
進
協
議
会
で
最
終
図
面
を
決

定校
名
を
「九
重
町
立
こ
こ
の
え
緑
陽
中
学
校
」

に
決
定

第
１４
回
建
設
推
進
協
議
会
で
外
装
の
決
定

総
合
開
校
準
備
会
設
置

（教
育
課
程
検
討
部

会
、
開
校
準
備
部
会
、
通
学

。
学
校
安
全
移

転
対
策
部
会
）
の
報
告

第
‐６
回
建
設
推
進
協
議
会
で
内
装
の
決
定

第
１７
回
建
設
推
進
協
議
会
で
飯
田
地
区
の
保

護
者
を
加
え
た
通
学
対
策
部
会
及
び
開
校
準

備
会
の
状
況
報
告

開校に向けた組織体制

(平成 24年 4月 25日設置)

通学・学校安全・移転対策部会

野上中学校 (校長、教頭)

学校支援センター

教育振興課 (事務局)

九 重 町教 育 委 員 会

九重 町 中学 校 校 長 会

4校中学校校長

学校支援センター長

教育振興課 (事務局)

開校 準 備 部 会

南山田中学校 (校長、教頭)

学校支援センター

教育振興課 (事務局)

総 合 開校 準 備 会

検討結果を教育委員

に報告・承認

111準
|,::

'111:|II:|`

）

０
９
月
２。

．
２‐
日
　
中
学
１
年
生
交
流
事
業

（九
重
青
少
年
の
家
）

⑬
９
月
２６
日
　
第
８
回
通
学
対
策
部
会

⑩
９
月
２７
日
　
町
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
議
決

⑩
ｌＯ
月
２
日
　
第
１０
回
開
校
準
備
会

教 育 課 程 検 討 部 会

東飯田中学校 (校長、教頭)

学校支援センター

教育振興課 (事務局)
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町をきれいに タリーン作戦

９
月
２４
日
、
玖
珠
た
ば
こ
販
売

組
合

（大
塚
正
人
組
合
長
）
所
属

の
１２
名
が
、
龍
門
の
滝
周
辺
で
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
国
道
沿
い
や
各
駅

な
ど
を
中
心
に
定
期
的
に
玖
珠
郡

内
の
清
掃
活
動
を
行

っ
て
お
り
、

今
回
は
、
夏
の
間
に
ぎ
わ
い
を
み

せ
た
龍
門
の
滝
近
辺
で
清
掃
活
動

を
す
る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。

き
れ
い
に
見
え
て
も
、
や
は
り
あ

ち
ら

こ
ち
ら
に
落
ち
て
い
る
ゴ

ミ
。
作
業
が
終
了
す
る
頃
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
袋
に
多
く
の
ゴ
ミ
が

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
継

続
し
て
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い

き
、
他
の
団
体
と
連
携
し
て
、
大

き
な
輪
に
し
て
い
け
れ
ば
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

敬老の日
町内最高齢者お祝い訪問

乳幼児と中学生のふれあい交流

敬
老
の
日
の
前
日
の
９
月
１６
日
、
町
長
が
町

内
最
高
齢
者
の
武
石
重
夫
さ
ん

（１
０
２
歳
）

宅
を
訪
れ
、
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
正
装
し
た

武
石
さ
ん
は
大
変
お
元
気
で
、
町
長
が

「い
つ

ま
で
も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
記

念
品
を
手
渡
す
と
、
「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
町
長
の
手
を
力
強
く
握

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
過
日
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
で
百
賀
の
お
祝
い
が
出
来
な
か
っ
た
武
石

モ
ト
ヨ
さ
ん
の
お
祝
い
訪
間
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
メ
ル
ヘ
ン
に
入
所

中
の
モ
ト
∃
さ
ん
は
、
集
ま
っ
た
家
族
や
施
設

の
皆
さ
ん
な
ど
多
数
の
方
か
ら
お
祝
い
さ
れ
、

や
や
恐
縮
ぎ
み
で
し
た
が
、
百
賀
賞
状

・
記
念

品
が
贈
ら
れ
る
と
満
面
の
笑
み
を
こ
ぼ
し
て
い

ま
し
た
。

明
治

。
大
正

・
昭
和

。
平
成
と
４
つ
の
時
代

を
生
き
て
き
た
の
は
、
重
夫
さ
ん
や
モ
ト
∃
さ

ん
を
含
め
九
重
町
内
に
９
人
。
皆
さ
ん
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。

９
月
２。
日
、
中
学
生
と
乳
幼
児
、
そ
の
保
護

者
が
ふ
れ
あ
う
、
児
童
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
が

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
南
山
田
中
学
校
の
３
年
生
３。
名
と
、

Ｏ
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
約
２。
数
名
と
そ

の
保
護
者
が
参
加
。
先
立
っ
て
中
学
生
が
妊
婦

体
験
服
で
妊
婦
の
大
変
さ
を
体
感
し
た
後
、
い

ざ
対
面
！
お
互
い
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
き

っ
か
け
に
し
て
、
瞬
く
間
に
打
ち
解
け
て
遊
ぶ

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
交
流
を
行
う
こ
と
で
、
中
学
生

は
、
自
分
の
命
や
成
長
、
将
来
の
姿
に
関
心
を

持
ち
、
乳
幼
児
の
保
護
者
は
、
遊
ん
で
く
れ
る

中
学
生
を
見
て
、
わ
が
子
の
成
長
を
想
像
す
る
、

と
い
う
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
終
了
後
、
バ

ス
に
乗

っ
て
先
に
帰
る
中
学
生
の
多
く
が
、
名

残
惜
し
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
た
こ
と
が
印
象

的
で
し
た
。

武石モ トヨさん

武石 重夫さん
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カラダ全体を使つて有酸素運動
ノルディックウォーキング

現
在
７
教
室
、
約
２
７
０
名
の
会
員
で

構
成
さ
れ
る
Ｆ
〓
」
の
え

”夢
“
ク
ラ
ブ
」

で
、
９
月
２３
日
、
新
た
な
教
室
と
な
る

「ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
体
験
基

礎
講
座
が
開
か
れ
、

１８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
、

２
本
の
ポ
ー
ル
を
使

っ
て
歩
行
運
動
を
補

助
し
、
全
身
を
使

っ
た
有
酸
素
運
動
が
で

き
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、

足
腰
へ
の
負
担
が
少
な
い
、
二
の
腕
や
腹

筋
が
鍛
え
ら
れ
る
、
肩
こ
り
の
緩
和
な
ど
、

数
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
の

参
加
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
腕
で
地
面
を
押

す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
つ
か
め
ず
苦
労
し
て
い

る
方
も
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
、
皆

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

玖
珠
郡
で
初
め
て
と
な
る
こ
の
教
室

は
、
今
後
定
期
的
に
開
催
予
定
。　
一
度
体

験
す
る
と
、
ハ
マ
る
人
続
出
―
と
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

大
分
市
中
央
町
に
期
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン

し
て
い
る
、
少
年
少
女
科
学
体
験
ス
ペ
ー
ス

「〇
Ｉ
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
」

（オ
ー
ラ
ボ
）
。
こ
ど
も

た
ち
が
科
学
や
技
術
に
気
軽
に
触
れ
ら
れ
る

小
さ
な
体
験
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
９
月
３。
日
、

Ｏ
Ｉ
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
の
出
張
サ
テ
ラ
イ
ト

「空
気

の
力
」
講
座
が
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

大
分
県
と
九
重
町
中
央
公
民
館
主
催
、
九

重
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
連
絡
会
共
催

の
こ
の
講
座
に
参
加
し
た
の
は
、
町
内
の
小

学
生
１４
名
。
講
師
の
軸
丸
大
分
大
学
名
誉
教

授
に
よ
る

「空
気
の
力
」
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ

て
た
お
も
し
ろ
実
験
の
数
々

（ボ
ウ
リ
ン
グ

の
球
を
掃
除
機
で
浮
か
す
、
ス
ト
回
―
を
使

っ
た
吹
き
矢
な
ど
）
を
見
た
小
学
生
た
ち
は
、

驚
き
と
好
奇
心
の
入
り
混
じ
っ
た
表
情
で
実

験
の
様
子
を
見
守

っ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
よ
う
な
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
科

学
に
興
味
を

持

つ
子
が
増

え
て
く
れ
れ

ば
」
と
話
す

関
係
者
。
参

加
し
た
こ
ど

も

た

ち

に

は
、
科
学
＝

楽
し
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ

が
は

っ
き
り

と
伝
わ

っ
た

こ
と
で
し
ょ

う
。

６
月
３。
日
に

開
か
れ
た
、
ミ

ラ
イ
デ
ザ
イ
ン

会
議

「
ハ
ピ
カ

ム
」

九

重

町

編
。

（広
報
７

月
号
参
照
）
こ

の
会
議
に
出
演

し
た
メ
ン
バ
ー

ら
の
企
画
に
よ

り
、
九
重
ミ
ラ

イ
デ
ザ
イ
ン
会

議

「
ハ
ピ

カ

ム
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

町
内
在
住
の
様
々
な
職
種
の
若
手
り
―
ダ

‐
‐２
名
が
新
た
に
参
加
し
、
「農
林
畜
産
業
」

「観
光
産
業
」
「教
育

・
生
活
環
境
」
の
分
科

会
に
分
か
れ
、
普
段
感
じ
て
い
る
課
題
や
未

来
の
九
重
町
の
姿
に
つ
い
て
思
い
を
出
し
合

い
ま
し
た
。
分
科
会
後
の
総
括
会
議
で
は
、

各
分
科
会
の
代
表
者
か
ら
、
「皆
が
感
じ
て

い
る
異
業
種
間
の
壁
を
取
り
除
く
た
め
、
交

流
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
は
」
「古

き
良
き
も
の
を
残
し
つ
つ
、
新
し
い
町
の
姿

を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
」
と
い
う
よ
う
な

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

違
う
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
次
世
代
の
リ

ー
ダ
ー
た
ち
は
、
こ
の
日
の
議
論
で
、
「そ

れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
垣
根
を
飛
び
越
え
た

交
流
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
共
通
認
識
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
し
た
。

おもしろ科学実験講座
0-Laboサテライト

九重の未来について熱く議論
九重町「 ハピカム」
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公共交通機関のいいこと
知っていますか ?

◎地球にとつて…

*地球温暖化の防止

⇒自動車は 1人当たりのC02排出量がJR

の約 9倍、バスの約 3倍 !!自動車の利

用を少し減らすだけでC02の排出量を

大幅に減らすことができます。

◎あなたにとって…

*事故リスクの減少

⇒運転が不要なため、事故のリスクを削減することができます。

*健康促進

⇒車と違い、 ドアからドアの移動ではないので、必然的に運動する機会をつくることができます。

公共交通機関を利用すると、車での移動と比べ消費するカロリーが 2倍以上と言われています。

*移動時間の有効活用

⇒運転 しないので、読書などの趣味に時間を充てることができます。

*時間に正確

⇒」Rやバスなどは時刻表に沿って運行しているので、時間に正確に移動することができ、到着予

測等もたてやすいです。

*飲酒運転の撲滅

⇒飲酒運転は法律で禁止されていますので、飲酒した際の移動手段にも利用できます。

◎地域社会にとって…

*公共交通の活性化

⇒公共交通の利用者が増えると、」Rやバスなどの便数増加

や運賃低減などのサービス水準の向上が期待できます。

*高齢者や学生の交通手段の確保

⇒高齢化が進み交通弱者の増加が予想される中、移動手段と

して公共交通機関の重要性は高まっています。

*交流機会の拡大

⇒乗合で移動することにより、人 との交流の機会が増えま

す。

町では、民間路線バスの運行に対 して赤字補てんを行つており、年々補てん額は増加傾向にあります。

地域で支えあい、公共交通機関を維持するためにも、路線バスやコミュニティバス、」Rの積極的 。継続

的な利用をお願いします。

【コミュニティバスの運行について】
平成21年 10月 1日 より、町内の路線バスが通ってない

地域の一部でコミュニティバスを運行しています。

現在は、「小平谷線・寺床線 。小園線 。うるが線 。中須

線 。上旦線 。鹿伏桐木線・龍門線 。豊後中村線」の 9路線

で運行を行っています。

運賃は一律片道300円 (小学生 150円 。未就学児無料)

です。コミュニティバス同士の乗 り換えを行っても片道

300円 です。乗 り換えを行 う際は運転手にお伝えくださ

い。乗換チケットを発行いたします。

コミュニティバスの維持のために、より多くの方の利用をお願いします。

お問い合わせ先 麟 企画調整課 自律企画グループ 876-3807
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～血糖値が高めのあなたへ～

年々増え続け、いまや「国民病」ともいわれている “糖尿病"。 九重町でも糖尿病

が悪化し、網膜症や人工透析などの合併症を患っている人が多<なっています。セミ

ナーでは、糖尿病を予防するために、また糖尿病と上手に付き合ってい<ために病気

や生活管理など基本的な知識について、一緒に学びましょう。

ぜひ、ご参加<ださい。

0

【と き】

【ところ】

【対 象】

【内 容】

平成 24年 11月 7日 (水 )

九重町保健センター

103寺 -111寺 30分

総含健診において血糖値が高めだった方、治療中の万とその家族の方

◆健康チェック (体脂肪・血圧浪」定)

◆栄養■による請話 「糖尿病を防ぐ食生活にポイント」

「食品交換表使い万」

※今年度 5回シリーズでの開催ですが、 1回だけの参加も可能です。

※講話の前 |こ 健康チェックを実施します。少し早めの来場をお願いします。

「不妊(不育)についての個別相談会」

参 カロ者 募 集

大分県不妊専門相談センターでは、専門相談員

(助産師)による不妊・不育に関する個別相談会を

実施します。治療中のご夫婦やご家族、結婚準備中

のカツプルの方など、 1組 30分程度の個別相談で

す。相談を希望される方は事前にご予約<ださい。

日 時 11月 1日 (木)14:45～ 15:45

場 所 人分県西部保健所

(日 田市田島 2丁目 2番 5号 )

参加費 無料

申込み 。問い合わせ

大分県西部保健所 地域保健課

80973-23-3133
※ 平日 午前 9時～午後 5時 受付

その他 大分県不妊専門相談センター

「ホープフルhopefu□

ホームベージ http〃 www.med ola u acjp/hopefd

※個別の時間帯は、予約状況により調整します。

血m凸 鯰。

<お問い合わせ> 九重町保健センター 876-3838

全国一斉
「女性の人権ホットライン」

強化週間
秘密は厳守します。お気軽にご利用<ださい。

日  ]寺  11月 12日 (月)～ 11月 18日 (日 )

平日  8:30～ 19:00
土日 10:00～ 17:00

電話番号 0570-070-810
(全国共通/大分地方法務局)

電話相談のみ

相談内容 夫やパートナーからの暴力、職場での

セクシヤルハラスメント、つきまとい

(ス トーカー)、 その他の人権問題

担 当 者 人権擁護委員 法務局職員

問い合わせ先 大分地方法務局人権擁護課

8097-532-3368
大分地方法務局では、上記以外

でも平日の 8:30か ら17:15

まで、「女性の人権ホット

ライン」専用電話 (0570-
070-810)ま たは面談にて、

常時相談に応じておりますの

で、お気軽にご本目談<ださい。

9 広報ここのえ 10月号
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相
続
等
に
よ
る
農
地
取
得
の
届
出

（農
業
委
員
会
へ
の
届
出
）に
つ
い
て

農
地

（田
・
畑

ｏ
採
草
放
牧
地
）
を

相
続
等
に
よ
り
取
得
し
た
場
合
、
農
業

委
員
会
に
そ
の
旨
を
届
出
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
の
届
出
制
度
は
、
相
続

等
で
農
地
法
の
許
可
を
要
し
な
い
権
利

取
得
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
会
が
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
あ
っ
せ
ん
等

を
行
い
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
届
出
の
受
理
後
、

農
業
委
員
会
に
報
告
し
た
後
、
受
理
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

【届
出
が
必
要
な
方
】

・
「相
続

（遺
産
分
割
及
び
包
括
遺
贈
を
含
む
と

を
し
た
方

二
時
効
取
得
」
を
し
た
方

二
法
人
の
合
併

。
分
割
等
」
を
行
っ
た
方

【届
出
の
時
期
】

・
農
地
の
権
利
取
得
を
知
っ
た
時
点
か
ら
お
お
む
ね
１０
か
月
以
内

【提
出
書
類
】

二
農
地
法
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
」
（農
業
委
員

会
に
備
え
て
い
ま
す
）

【提
出
場
所
】

。
九
重
町
役
場
１
階
　
九
重
町
農
業
委
員
会
事
務
局

注
　
立思
り
し
の
届
出
は
農
業
委
員
会
に
権
利
取
得
の
内
容
等
を
知
ら

せ
る
も
の
で
あ
り
、
権
利
取
得
の
効
力
を
発
生
さ
せ
た
り
、

保
全
し
た
り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
届
出
を
し
て

い
な
い
者
、
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
は
、

１０
万
円
以
下
の

過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
細

。
ご
不
明
な
点
は
、
九
重
町
農
業
委
員
会
事
務
局
　
７
６
１

３
８
０
５
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一

―

―

　

―́

　

―

罷

．

―

　

　

国

―

　

　

嗣

―

艤

　

　

欝

―

‐     ‐ ‐

▲稲刈り真つ最中の風景です。大型機械を使つて

の作業はスピー ドも速く秋の収穫も本番を迎え

ています。

小野 次郎さん (恵良)‐  ‐ ‐ ‐   ‐

今回の農業大好きは、東飯田、恵良で手広<精米業と

稲作に取り組んでいる青年、小野次郎さんを紹介します。

小野さんは1974年生まれの38歳。玖珠高を卒業し、2

年間は自由に自分探しをしたそうです。黙って見守って

<れた両親|こ感謝しなければとのこと。そして20歳から両

親がしていた農業に取り組みました。

農業に対して何か思いはありますかと聞いたところ、

農業の面白さは「正解がないこと」だそうです。今まで

た<さんの生産者の方、お米に関わる人たちと話す機会

がありましたが、それぞれに皆違う考え、また、違う栽

培方法であることを矢0り 、出会いや経験が自分を育てて

<れる、それが面白いそうです。

鐵

―

橿

　

鰈

―

題

―

艤

―

艤

―

鐵

―

饉

―

靡

―

轟

―

颯

―

―

晟

） 時代がいろんな意味で過渡期になり、皆が同じようなことになってきている、例えば安心安全というフ

レーズが世に広がり出して早数年、しかし今消費者、生産者 |こ とってそれが当たり前になり、その先をど

う見つけ出すのか、それが課題なのではと熱<話して<れました。

農業にもいろいろと問題があり、難しい職業だと思いますが、僕は「楽し<、 カツコいい農業 |」 を目

指したいと結んで<れました。

高齢化が進ぬ九重町で、積極的に農地利用集積にも取り組んで<れています。

‐   ‐    ‐ ‐ ‐  国 ‐ 圏 ‐ 口 ‐  ‐ ‐  ‐ ‐  ‐   ‐ ‐    ‐ ‐ ‐   ‐ ‐ ‐

利
用
状
況
調
査
と
は
、
農
地

の
有
効
利
用
、
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
、
違
反
転
用
防
止
等
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
１
回
全
農

地
を
対
象
と
し
て
行

っ
て
い
る

も
の
で
す
。

九
重
町
農
業
委
員
会
で
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
委
員

お
よ
び
事
務
局
で
全
農
地
を
調

査
し
、

１０
月
～
１２
月
に
か
け
て

重
点
地
区
を
そ
れ
ぞ
れ
調
査
し

ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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「トキもすめるほど豊かな里山Jを目指して

九重ふるさと自然学校開校5年記念講演会

「人と自然、自然環境と地域

社会の共存・共栄を自然から学

S」 という理念で、九重町飯田

に開校した九重ふろさと自然学

校。今年で開校なら 5年を迎え

たことを記念し、 9月 9日、記

念講演会が開催され、大学生を

含ぬ約 130Cの参加者が飯田公

民館に集まりました。

先立って、開校なら現在に至ろまでの経過や、「トキ大使佐渡派遣」「自然

教室講座」などの活動報告があり、地域の皆さんに支えていただいていること

に感謝の意が伝えられました。 なかがしヽねはる
メインとなる、兵庫県豊岡市の中貝宗治市長|こ よる基調請演、「コウノトリ

と共に生きる～豊岡の挑戦～」では、コウノトリの野生復帰のために行われて

いる、行政 。市民 。農家が―体となった取り組みが、詳し<紹介されました。

豊岡市について…平成17年に、日本ではいな<な ったコウノトリが自然

放鳥され、人里で野生復帰を目指す取り組みを行つており、市全体でコウ

ノトリとの共生に尽力している。今年、野生復帰 3世が誕生し、盛り上が

りを見せている。

「トキのすめる里づ<り」をキーワードに活動

している自然学校、ひいては九重町が、次に取り

組ぬべきこととはなにか?市長を中ノドに熱い想い

を持ち活動している豊岡市から、参加者はそのヒ

ントを感じ取つていました。

その後のパネルデイスカッションでは、生きも

のと共生できる里づ<りについて、 4名のパネリ

ストがそれぞれの想いを皆の前で語りあいまし

た。色々な方の考え方や取り組みを聴<ことで、多<の参力□者の心に響<もの

が残った充実した記念講演会となったようです。

1都市間競争戦略

2穏やかさとやすらぎに
蒲ちたまちづくり戦睛

3革新職嬌

●

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
す
め
る
環
境
づ
く
り
は
、

人
間
に
と
っ
て
も

す
ば
ら
し
い
環
境
づ
く
り
な
ん
で
す
。
」

（中
貝
市
長
談
）

第8回

トキ大使派遣報告会

ト
キ
の
保
護

。
増
殖
に
取
り
組
ん
で
い
る
新
潟
県

佐
渡
市
に
九
重
町
内
の
小
学
生
を
派
遣
し
、
様
々
な

こ
と
を
体
験
し
て
学
ん
で
も
ら
う
「
ト
キ
大
使
派
遣
」

事
業
。
今
年
で
８
回
日
と
な
る
こ
の
事
業
が
８
月
２７

日
Ｅ
終
了
し
、
９
月
２‐
日
、
そ
の
報
告
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
九
重
ト
キ
ゆ
め
プ
ロ

ブ
エ
ク
ト
２‐
と
九
重
ふ
る
さ
と
自
然
学
校
が
共
同
で

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
今
年
は
飯
田
小
学
校
と

野
矢
小
学
校
の
生
徒
６
名
が
ト
キ
大
使
と
し
て
、
３

泊
４
日
の
日
程
で
佐
渡
を
訪
れ
ま
し
た
。

ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
や
野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
訪
れ
て
感
じ
た
こ
と
や
、
野
生
の
ト
キ
を
観
察
し

た
こ
と
な
ど
、
自
分
た
ち
の
□
で
発
表
し
た
ト
キ
大

使
た
ち
は
、
充
実
し
た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

「
体
験
を
回
り
に
伝
え
て
い
＜
こ
と
が
こ
れ
か
ら

の
ト
キ
大
使
の
役
割
。
感
じ
た
こ
と
を
九
重
で
の
活

動
に
活
か
し
て
い

っ
て
ほ
し
い
。
」
と
、
同
行
し
た

鷲
頭
栄
治
団
長
。
ト
キ
大
使
た
ち
は
、
こ
の
派
遣
事

業
で
得
た
も
の
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
九
重
町
を

担
う
大
き
な
力
に
な

っ
て
＜
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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後納制度 (国民年金保険料の納付

可能期間の延長)の納付開始及び

受給資格期間の短縮のお知らせ
国民年金は、20歳から60歳 までの40年の間、国民年金保

険料を納めていただくことで、満額の老齢基礎年金を受給す

ることができる制度です。

しかし、この間に、保険料を納められなかつた場合や、被

保険者としての届出を忘れたことにより国民年金の資格期間

がない場合は、将来の年金受給額が少なくなつたり、年金そ

のものが受給できなくなつてしまうことがあり、このような

事態を避けるために、平成24年 10月 1日 から、国民年金保

険料を納めることができる期間が過去 2年から10年に延長

となる後納制度が始まります。

具体的には、本年10月 から、平成14年 10月 分以降の納め

られなかつた期間の保険料を納めることができるようになり

ます。 (注 1)

ただし、既に老齢基礎年金を受給している方や、65歳以

上で老齢基礎年金の受給資格をお持ちの方は、後納制度をご

利用いただけませんので、ご注意願います。

なお、後納保険料を納付するためには、事前にお申し込み

いただき、審査を行う必要があります。審査の結果、後納制

度による納付をご利用いただけない場合がありますのでご注

意ください。

また＼平成24年 8月 10日 に「年金機能強化法」が成立

し、平成27年 10月 からは、年金の受給資格期間が、これま

での25年 (300月 )か ら10年 (120月 )に短縮されることが

予定されています。 (注 2)

これまで受給資格を満たさなかつた方が年金を受給できる

場合や、後納制度を利用することで受給できるようになる場

合があります。

後納制度及び受給資格期間の短縮に関する詳しい内容は、

下記「国民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金事

務所 (日 田年金事務所 0973-22-6174)へ お問い合わせ

ください。

なお、後納制度をご利用いただく際のご自身の年金記録

は、ねんきんネット (http:〃www.nenkn.gojp)で もご確認

いただけます。

注 1:後納保険料を納付できる期間は、平成24年 10月 1日

から平成27年 9月 30日 までの 3年間です。

注 2:受給資格期間の短縮は、消費税の引上げの実施に合わ

せ、平成27年 10月 から施行される予定です。

お問い合わせは

『国民年金保険料専用ダイヤル』へ !

W。
ナだワイヤルo

O・51701・ 01 1-0・‐5‐0

<受付時間>
月曜日  午前 8:30～午後 7:00
火～金曜日午前 8:30～午後 5:15
第 2土曜日午前 9:30～午後 4:00

※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初

日に午後 7:00ま で相談をお受けします。

※祝 日 (第 2土曜日を除く)、 12月 29日 ～ 1

月 3日 はご利用いただけません。

※ナビダイヤルは、―般の固定電話からおかけ

になる場合は全国どこからでも＼市内通話料

金でご利用いただけます。

ただし、一般の固定電話以外 (携帯電話等)

からおかけになる場合は、通常の通話料金が

かかります。

※「03-6731-2015」 の電話番号に

おかけになる場合は、通常の通話料金がかか

ります。

※「0570」 の最初の「 0」 を省略したり、

市外局番をつけて間違い電話になつているケ

ースが発生 していますので、おかけ間違いに

はご注意ください。
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国‐保の届け.出

。他の市
。職場の
O出産

区町村から転入
健康保険をやめた

。生活保護を受けなくなつた

他の市区町村の転出証明書

職場の健康保険をやめた証明書

保険証、母子健康手帳等

保護廃止決定通知書

。他の市区町村への転出
。職場の健康保険に加入した

保険証
国保と健保の保険証

保険証、死亡を証明するもの

保険証、保護開始決定通知書

。死亡
。生活保護を受ける

。修学のため子どもが転出する
。退職者医療制度に該当した

。住所、世帯主、氏名が変わつた 保険証
。保険証の紛失、汚れなど 保険証、身分を証明するもの

保険言R在学証明書等

保険証、年金証書

｀
                            7-―  ‐

～ ^´

薬は飲み合わせによつて、副作用が生

じる場合があります。「お薬手帳」を

利用したり、服用中の薬を医師や薬剤

師に伝えるなどして、不要な薬をもら

わないようにしましょう。

ジェネリック医薬品の活用
~‐

■■

「

口中弓η

"― ―
・

“
さ― ‐̂ヽ

‐ ‐́

ジェネリック医薬品 (後発医薬品)

は、新薬 (先発医薬品)と同等の効果
で価格が安いというメリットがありま

す。医師や薬剤師と相談しながら、積

極的に活用しましょう。

。退職者医療制度に該当しなくなつた ― 保険証

かかりつけ医をもつ 薬の飲み合わせに注意する

病院にかかる時は 0・ ・

,―――ヽ̂ ^・´

日常的な病気の治療や、医療相談な
どにも応じてもらえるかかりつけ医
を持つことは大切です。気になる症
状があれば、まずかかりつけ医を尋
ねるようにしましょう。

重複受診をしない
‐

同じ疾患で、複数の病院にかかる
「重複受診」はやめましょう。医療
費が増加するばかりではなく、検査
や薬の重複などで、体に悪影響を与
えてしまう心配があります。

上記の を′がけることによつて、  できる  費があ|り ます。

それが、医療費の削減と負担軽減につながります。

13広報ここのえ 10月昌



図
一

図書館開館 0寺間

平  日 10:00～ 18:00
土・日 9:00～ 17:00
月・祝 休 み

九重町図書館 容 76-3888

ほムの森 70日号

ださり

『 10月 27日 は何の日 ?』

秋まっ盛りの昨今、みなさんはどのような秋をあ楽しみで

しようか。さて、表題の質問の答えですが、用意した回答は

3つあります。カンの良いみなさんはもうお分かりですね。

まずは、そう『読書週間が始まる日』です |(「ふんっ」っ

て鼻息が聞こえてきそう)ちなみに、読書週間の今年の標語

|ま「ホントノキズナ」に決定 !日本語ならではの掛け言葉が

使われています。という流れで、もう一つの答え『文字・活

字文化の日』の話題へ。2005年制定の「文字 。活字文化振

興法」に基づ<比較的新しい記念日です 。・・が、盛り上が

ってないですね～ (笑)。 まあ、そんな記念日があるという

ぐらいのことです。ただ、日本語を大切にしようという趣旨

はとても大切。唐突ですが、 10月 13日 はサツマイモの日で

す。何故か ?サツマイモの句の時期であることと、石焼きい

も屋さんのフレーR「九里四里うまい十三里」の 131こちな

んだからだそうです。似たような言葉遊びとして、お店など

で「春夏冬 二升五合」と書かれている本しを見つ|すたことは

ありませんか。「秋ない」を「商い」に、「二升」は「ます

ます」、「五合」は一升の半分なので「はんじょう」と読ま

せる判じ読みで、「商い 益  々繁盛」というわけです。江

戸時代の言葉遊びの名残りですが、現代 |こ も通じるものがた

<さんあります。お金も道具も使わず、頭をちよつびりひね

ってノトを豊かにする遊びです。江戸の庶民たちとの知恵<ら

べを楽しんでみませんな。関連本あります。さて、それでは

最後の答えとまいりましよう。正解は名月『十三夜』 帽」名

「後(のち)の月」「栗名月」)です。お月見と言えば十五夜

(周」名「中秋の名月」「芋名月」)が有名ですが、これはも

ともとお隣の中国から伝えられたもの。日本では十五夜の頃

は、あい|こ <台風と秋の長雨の季節で、名月の見られない

「無月」や「雨月」になることがよ<あります。そこで考え

出されたのが日本独自の十三夜のあ月見です。旧暦 9月 13

日の十三夜|ま たいてい十月になり、このころになると日本で

は秋晴れのことが多<「十三夜に曇りなし」といわれるよう

に、美しい月の輝きを鑑賞ずるのに一番良いころとなるわけ

です。ついでに月の異称などをひもといてみてはいかがでし

よう ?月 は一年中見られるのに、春は「おぼろ月」、夏は

「月涼し」、冬は「月冴ゆる」などと称してそれぞの趣を味

あわせて<れます。日本語のこの上ない面白さと奥深さを堪

能できること請け合いです。

【関連本紹介】

「月と暮らす/藤井旭」「ことば遊びへの招待/小野恭靖」

「江戸の判じ絵これを判じてごろうじろ/岩崎均史」

「きれいを磨<美しい日本語帳/道行めぐ」

「言葉の風景/野呂希一」

「おはなし会」毎月第 2土曜日 10:30～ 11:00
いろんなあ友だちと一緒に楽しめる「あはなし会」です !どうぞお越し<ださい。
。10月の担当グループは「スター」のみなさんです。
。11月の担当グループは「チームそらまめ<ん」 のみなさんです。

(11月 10日 予定)お楽しみに !

。9月の「おはなし会」の写真です。手作リゲームや手あそびも楽し

かったね。

飯田地区にあ住いの方限定のサービスです !

図書館で借りた本の「返却のみ」飯田公民館でも受付いたします。

詳し<は公民館であ尋ね<ださい。冬季のご利用もあ待ちしています !

011月 4日 (日 )は、停電検査のため図書館は臨時休館いたします。
ご迷惑をおかけしますが、よろし<お願いします。

新刊・新着図書案内  ～
●児童書・コミック
おにぎりがしま
楽しく歌える英語のうた
いのちつぐ「みとりびと」1～4
あたしンち公式ファンブック

●一般書
南へ舵を (新・古着屋総兵衛シリーズ 1～ 4)
図書準備室
赤猫異聞
月と雷
ソロモンの偽証 第 1部 。第 2部
カラマーゾフの妹
鬼談百景
七夜物語 (上・下)

神様のカルテ 3
虚像の道化師
お友だちからお願いします
とにかく散歩いたしましょう
ゴーマニズム宣言SPE⊂ IAL脱原発論

10/27～ 11/9の 2週間は秋の読書週間です。「読書の秋」してみませんか ?

やぎたみこ
伊勢誠

國森康弘
けらえいこ

その他

(文庫)佐 伯泰英
田中慎弥
浅田次郎
角田光代

宮部みゆき
高野史雄

小野不由美
川上弘美
夏り草介
東野圭吾

三浦 しをん
」り|1洋子

小林よしのリ

国難                        石破茂
日本 。中国 。韓国の歴史と問題点 80 オ トナの常識  竹内睦泰
日本人はなぜ中国人、韓国人とこれほどまで違うのか  黄文雄

これならできる !自然菜園
下ヨシ子の大開運 神様を味方にする生き方
フェイスブックが危ない

人に間けない大人の言葉づかい
いじめない、いじめられない育て方
10代の子どもの心のコーチング

竹内孝功
下ヨシ子
守屋英一

外山滋比古
山崎房―
菅原裕子

生きる悪知恵 正しくないけど役に立つ 60のヒン ト 西原理恵子
資格取り方・選び方オールガイ ド2014年版    日本文芸社編
丁AB譜付ギター昭和の歌 110曲集 我が心の歌大人のギター
ペコロスの母に会いに行く             岡野雄一
ねこ背が治つて心も体も強くなる !         小池義孝
わんニャンとか。犬猫ほか、面白画像集      アスペク ト
男の部屋スゴ技収納 BOOK      インテリア」ack編
闇と暮らす。                     中野純
世界のかわいい刺繍             誠文堂新光社編
フリマやバザーで大人気 !のかんたん手作 リグッズ 232

その他
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玖珠農業高校は、今年創立101周年を迎える歴史のある専門高校です。これ

までの伝統を受け継ぐと共に、さらに新たな一歩を築くため、生徒・職員気持

ちを一つにしてがんばつています。

さて、本校では「おおいた教育の日」の関連行事として、授業の公開期間を

設けております。本年も下記の日程で実施いたしますので、皆様お誘い合わせ

の上、ぜひご参観ください。皆様のご来校を生徒・職員一同お待ちしておりま

す。

目  的 :学校における教育活動を地域内外に広く公開することにより、地域に根

ざした専門高校としての意義や特色等について理解してもらう。

11月 5日 (月 )～ 11月 28日 (水 )

8:45～15:10(―般公開 1～ 6限帯)

1限   8:45～  9:35
2限   9:45～ 10:35
3限  10:45～ 11:35
4限  11:45～ 12:35
5限  13:20～ 14:10
6限  14:20～ 15:10

生徒による豊後中村駅での植栽の様子

問い合わせ先 大分県立玖珠農業高等学校 872-1148

■
率 臨 銀 攣 申 ‐ ‐ 崚 ― 餞 義 轟 麟 醸 ― ― 暉 ― 繭 涵 醸 醸 ‐ ― 中 口 自 壼 醸 鑽 暉 ―

"―
朧 爾 願 陣 繭 ― ― ― ― ― ― ― ― ロ ロ ロ ロ ‐ ロ ー ¨ ― ― ― ― ― 口

嘔

■

就農準備研修「農」大好き : 25年度の活きいきランド

わかばネット 研修生募集 (体育施設)の予約について

お
い
た
教
育
の
日
」

に
伴
う
授
業
公
開

期  間 :

公開時間 :

目貝
法方施

定

実

農業に関心を持ち就農を志す方を対象に、在宅及

び働きながら農業を学べる、通信講座を開設しま

す。

対 象 者 将来県内での就農 (農業法人を含む)を
希望する者

農業に関心がある者 (家庭菜園希望者は

対象外)

20名

Eメールを利用する通信講座です。定期

的に課題を送付し、それに対する回答を

提出していただきます。

10月 31日

平成24年 11月 中旬から平成25年 2月 まで

無料

活きいきランド(体育施設)については、25年度

以降、ここのえ緑陽中学校が授業や部活等で利用

することが見込まれます。

学校の使用については協議中ですが、中学校の

授業や部活等の使用施設 。時間等が現時点では決

まっていません。

新年度の活きいきラン ドの使用予約は、前年

10月 1日 (6カ 月前)よ り受け付けていました

が、上記理由により、10月 よりの受付ができま

せん。

ご迷惑をかけ、大変恐縮ですが、よろしくお願

いします。

なお、予約開始日については、改めてお知らせ

します。

*予約開始が遅れる施設は次のとおりです。

活きいきランド体育施設 (多 目的グラウンド・

野球場 。テニス場 。弓道場・体育館・武道場)

*九重文化センター (ホール、会議室等の文化施設)

は、予定通り使用日6カ 月前より受け付けます。

申込締切

受講期間

受 講 料

１

１

日

薔

目

目

薔

ｌ

ヨ

ロ

‥

日

目

１

１

１

１

‥

自

(た だし、テキス トは各自で購入)

問い合わせ先 :大分県立農業大学校研修部

80974-22-7583
E― mail nodai―kenshu@pref.oitajp

‖ TTAlrrT7/11rrTT/1Trr,節r洲脚1節rT7/11r
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もし、地域内で虐待の疑いがあると感じたときは、一人で悩まずにご相談 ください。

◎ 相談や通報を行った方が特定されることがないように配慮して対応します。

※通報又は届出を受けた場合の守秘義務 (高齢者虐待防止法 第8条 )

叫
一
叫

・虐待は様々な理由 (認知症 。家族関係等 )

た虐待に早急に対応する事も大切ですが、

えることも重要です。

串

先月号より高齢者虐待及び成年後見制度について

お知らせしています。

第 2回目の今回は「高齢者虐待②」です。

が複雑にからみあって起こることがほとんどです。起きてしまっ

どうすれば虐待を防ぐことができるのか、地域や家族みんなで考

。医師や介護支援専門員 (ケアマネジャー)な どの専門家

へ相談 したり、サービスを利用する。

。本人や家族が孤立 しないよう、病気や事情を理解する姿

勢をもつて、あたたかく見守る。

・ス トレスをためないように、日頃から話 し相手や相談相

手をもつようにする。

〔高齢者虐待に関する相談及び問い合わせ窓口〕

ふれあい生活課‐堀議g基≡進センター 憲;:三 :::i

〔本人 〕

・説明のつかないケガ (Jヽ さなアザや傷 )が頻繁にみられる。

・必要以上におびえたり、怖がるような様子がみられる。
。「 家にいたくない 」「 暴力をふるわれる」等の訴えがある。

〔家族等 〕
。高齢者に対して、過度に乱暴な国のききかたや関わる事に拒否的な発言がある。
。自宅から高齢者本人や家族等の怒鳴り声や悲鳴、ものを投げる音が聞こえる。
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障
害
者
を
虐
待
か
ら
守
り
、
養
護
者
に

必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
に
平
成
２４
年
１０

月
１
日
か
ら

「障
害
者
虐
待
防
止
法
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
周
り
で
は
、

障
害
者
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
様
々
な
虐
待

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
障
害
者
に
対
す
る

虐
待
は
、
障
害
者
を
養
護
す
る
家
族
や
障

害
者
福
祉
施
設
の
職
員
、
勤
め
先
の
経
営

者
な
ど
か
ら
、
暴
力
に
よ
る
身
体
的
な
虐

待
や
経
済
的
な
虐
待
な
ど
、
様
々
な
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
障
害
者
に
対

す
る
虐
待
を
防
ぐ
た
め
、
「障
害
者
虐
待

の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支

援
等
に
関
す
る
法
律
」
（障
害
者
虐
待
防

止
法
）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
２４
年

１。
月
１
日
か
ら
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、

新
し
く
全
国
の
市
町
村
や
都
道
府
県
に
、

障
害
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
や
対
応
の

窓
口
と
な
る
市
町
村
障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
や
都
道
府
県
障
害
者
権
利
擁
護
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
虐
待
を
受
け

て
い
る
と
思
わ
れ
る
障
害
者
を
発
見
し
た

人
は
、
下
記
の
窓
口
へ
す
ぐ
に
知
ら
せ
て

く
だ
さ
い
。

市
町
村
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

は
、
通
報

。
届
出
に
基
づ
き
訪
間
調
査
な

ど
を
行
い
、
虐
待
の
事
実
確
認
を
行
い
ま

す
。
虐
待
に
よ
り
障
害
者
の
生
命
や
身
体

に
重
大
な
危
険
が
生
じ
て
い
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
は
、
立
入
調
査
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
虐
待
を
受
け
て
い
る
恐
れ
の
あ

る
障
害
者
を

一
時
的
に
保
護
し
、
安
心
し

て
生
活
が
で
き
る
様
に
な
る
ま
で
必
要
な

支
援
を
行
な
い
ま
す
。

家
庭
の
中
で
発
生
す
る
障
害
者
虐
待
の

場
合
は
、
養
護
者
が
障
害
の
特
性
に
つ
い

て
の
知
識
が
不
足
し
て
い
て
適
切
な
対
応

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
介
護
疲
れ
か
ら
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
た
り
す
る
な
ど
、
養

護
者
に
か
か
る
重
い
負
担
が
虐
待
の
要
因

と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
養
護
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
の
相
談
、
指
導
や
助
言
な
ど
を
行

な
う
な
ど
の
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

障
害
者
虐
待
は
、
家
庭
や
障
害
者
福
祉

施
設
な
ど
閉
鎖
的
な
環
境
で
発
生
し
て
お

り
、
ま
た
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
障
害
者

自
ら
が
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も

あ
る
た
め
、
虐
待
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
は
、
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
の
通
報
が

不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
障
害
者
虐
待

防
止
法
で
は
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
障
害

者
を
発
見
し
た
人
は
、
速
や
か
に
通
報
す

る
こ
と
が
義
務
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
相
談
や
通
報
、
届
出
を
し
た
方
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
職
場
や
障
害

者
施
設
で
働
い
て
い
る
方
が
通
報
し
た

場
合
、
通
報
し
た
こ
と
を
理
由
に
解
雇

な
ど
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
者
虐
待
防
止
に
向
け
た
社
会
全

体
の
取
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

窓
　
口

¨

九
重
町
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

担
当
課

¨

ふ
れ
あ
い
生
活
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

電
　
話

¨
７
６
１
３
８
０
２

Ｆ

Ａ

Ｘ

¨
７

６

１

３

８

４

０

自
死
遺
児
救
済
援
護
事
業

の
お
知
ら
せ

大
分
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
で
は
、
大
分

県
の
補
助
を
受
け
、
自
死
遺
児

（自
殺
に
よ
り

親
を
失
っ
た
児
童
生
徒
）
を
対
象
に
、
入
学

・

卒
業
祝
、
修
学
旅
行
費
補
助
等
の
援
護
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

１
　
対
象
は
、
県
内
に
居
住
し
県
内
の
小

。
中

学
校
に
通
学
す
る
自
死
遺
児
で
す
。

小

。
中
学
校
に
は
、
特
別
支
援
学
校
小

・

中
学
部
を
含
み
ま
す
。
大
分
県
内
に
居
住

し
て
い
て
も
、
県
外
の
学
校
に
通
学
し
て

い
る
人
は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

２
　
亡
く
な
っ
た
保
護
者
の
性
別
等
に
関
係
な

く
、
援
護
金
等
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
保
護
者
が
、
生
計
を
担
う
者

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
間
い
ま
せ
ん
。

３
　
申
請
は
直
接
大
分
県
青
少
年
育
成
県
民
会

珪峨
へ
。

申
請
は
、
遺
児
の
保
護
者
の
方
に
お
願
い

し
ま
す
。
審
査
の
た
め
、
添
付
書
類
等
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
申
請
書
類
を
ご
覧

に
な
る
か
、
大
分
県
青
少
年
育
成
県
民
会

議
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
分
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

８
０
９
７
１
５
０
６
１
３
０
７
６

（内
線
３
０
７
５
）
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今
年
の
夏
は
、
本
当
に
猛
署
で
し
た
。
お

盆
の
頃
の
話
で
す
。

友
人
の
お
父
様
の
初
盆
に
お
参
り
し
よ
う

と
行

っ
た
の
で
す
が
、
友
人
は
市
内
の
ほ
う

に
住
ん
で
い
た
の
で
、
私
は
そ
の
友
人
の
実

家
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
確
か
こ
の
あ
た

り
の
は
ず

。
・
・
と
、
家
々
の
表
札
を
見
な

が
ら
歩
い
て
み
ま
し
た
が
、　
一
向
に
見
つ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
暑
い
日
中
の
こ
と
で
、

外
に
い
る
人
も
い
ま
せ
ん
。
何
度
か
行
っ
た

り
来
た
り
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
自
転
車
に
乗

っ
た
お
ば
さ
ん
が
通
り
か
か
っ
た
の
で
、
呼

び
止
め
て
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ

の
お
ば
さ
ん
は
自
転
車
を
降
り
て
、
「確
か

こ
の
先
を
右
に
入
っ
た

一
番
奥
の
家
だ
と
思

い
ま
す
。
」
と
、
同
じ
方
向
に
歩
き
な
が
ら

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
別
れ
道
で
お
礼
を
言

っ
て
数
歩
進
ん
だ
と
き
に
、
ふ
と
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
お
ば
さ
ん
は
元
来
た
方
向
へ
戻

っ
て
い
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私

は
て
っ
き
り
、
同
じ
方
向
に
用
事
が
あ
っ
た

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
に
わ
ざ
わ

ざ
合
わ
せ
て
歩
い
て
来
て
く
れ
た
の
で
し

た
。暑

く
て
暑
く
て
、
少
し
で
も
早
く
涼
し
い

場
所
へ
入
り
た
か

っ
た
で
し
ょ
う
に
‥
・と
、

あ
り
が
た
く
申
し
訳
な
く
思
っ
た
夏
の
出
来

事
で
し
た
。

10月のノヽ一卜降る0ここのえ さりげない道案内

伝えたい「ちょっといい話」 「′ふあたたまる話」をぜひお寄せください。

ハー ト降るここのえ担当 阿部 征則

郵便の場合は次のところへ。〒879-4895 九重町役場企画調整課 広報グループ (876-3807)

２
０
０
２
年

（
平
成
１４
年
）
に
高
齢
者
の
自
立
と

生
き
が
い
を
支
援
す
る
た
め
に
、
開
始
し
た
隣
保
館

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
開
始
以
来
１１
年
目
を
む
か
え
ま

す
。
地
域
の
仲
間
が
集
い
人
権
学
習
す
る
こ
と
で
、

人
権
感
覚
を
養
い
な
が
ら
輝
き
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
、
地
域
の
つ
な
が
り
か
ら
人
権
の
輪
が
広
が

っ

て
い
ま
す
。
２
０
０
９
年

（平
成
２‐
年
）
に
、
１

・

２
期
生
２５
名
、
２
０
１
２
年

（平
成
２
年
）
に
、
３

期
生
１０
名
が
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
し
ま
し
た
。
同
窓
会
を

年
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
皆
さ
ん
笑
顔
で
元
気
に
隣
保
館
に
集
い
会

い
ま
し
た
。
１
年
に
１
度
の
隣
保
館
で
の
再
会
で
す

が
、
本
当
に
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
る
と
心
が
豊

か
に
な
り
ま
す
。

人
と
人
が
は
じ
め
て
出
会
い
そ
し
て
つ
な
が

っ
て

い
く
。
言
葉
や
行
動
に
心
が
寄
り
添
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
お
互
い
を
思
い
、
お
互
い
を
い
た
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
人
は

一
人
で
は
生
き
て
い
な
い
し
、

生
き
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
ま
わ
り
を
み

る
と
寄
り
添

っ
て
く
れ
る
人
が
必
ず
い
ま
す
。
悲
し

い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
対
話
す
る
こ
と
で
悲
し
み
は

雄

心の扉
No.198

再 会

半
分
に
。
嬉
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

一
緒
に
喜
び
、

喜
び
は
い
っ
ぱ
い
に
。
隣
保
館
で

一
緒
に
人
権
を
学

び
、
お
互
い
を
支
え
あ
い
、
思
い
や
り
や
優
し
い
心

を
持
つ
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

同
窓
会
で
の
出
来
事
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
先
に
帰

ら
れ
る
方
に
、
皆
さ
ん
が

「ま
だ
帰
ら
な
い
で
、
ま

だ
い
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
方
は
、
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
同
窓
会
で
の
そ

の
方
と
の
再
会
を
誰
も
が

一
番
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

信
頼
は
相
手
を
思
う
心
と
行
動
の
積
み
重
ね
か
ら
で

き
る
も
の
で
す
。
私
も
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
人
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
常
の
生
活
の
中
で
人
権
を
感
じ
、
学
ぶ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
人
権
と
は
「人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
」

「人
が
人
と
し
て
幸
せ
に
生
き
る
権
利
」
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

先
日
、
あ
る
小
学
生
が
た
め
患
が
で
る
と

一
生
懸

命
に
吸
う
行
動
を
し
て

「た
め
患
を
つ
く
と
幸
せ
が
に
げ
る
。
だ
か
ら
、

た
め
患
が
で
た
ら
す
で
に
吸
う
ん
よ
。
そ
う
す
る
と

幸
せ
は
に
げ
な
い
。
心
の
中
が
か
け
て
し
ま
い
大
変

に
な
る
。
心
は
大
切
だ
か
ら
、
学
校
で
も
し
て
る
よ
。
」

と
　
私
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
か
わ
い

い
行
動
に
私
も
笑
顔
で

一
緒
に
吸
っ
て
い
ま
し
た
。

小
さ
な
子
ど
も
が
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
考
え
、
お
こ

し
た
行
動
で
す
が
、
小
さ
な
感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。

感
動
は
心
で
感
じ
体
を
動
か
す
、
行
動
す
る
こ
と
だ

と
隣
保
館
人
権
学
習
会
で
学
ん
だ
ば
か
り
。

秋
本
番
―
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
、
今

一
番
会
い

た
い
人
に
会
い
に
行
こ
う
―

行
動
の
秋
～
　
あ
な
た
は
、
誰
と
再
会
し
ま
す
か
？

隣
保
館
人
権
啓
発
指
導
員
　
　
安
藤
千
恵
美
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今
月

の
季
題

「
月
」
「霧
」
「柿
」

月
几
し
て
七
十
年
を
振
り
返
る

朝
霧
に
つ
つ
ま
薇
受
診
番
を
と
る

柿
落
葉
柿
右
衛
門
色
律
に
敷
き

月
さ
し
て

一
間
の
ベ

ッ
ド
眠
り
落

つ

ふ
ろ
帰
り
足
下
照
ら
す
月
明
か
り

霧

の
間
も
屋
根
革
進
む
年

の
神

霧
分
け
て
も
み
じ
マ
ー
ク
の
ゆ
る
り
ゆ
く

山
々
に
霧

の
か
か
り
て
昼
今
か
な

霧

の
中

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
専
か
る

柿
落
葉
几
慣
ｋ
ぬ
人
の
来
る
気
配

宅
配
で
着
き
じ
荷
物
や
事
ィ
植

柿
を
合
む
辛
抱
し
ろ
と
七
父
の
声

渋
柿
や
処
が
漬
け
る
樽

の
中

九
か
じ
り

で
き
ぬ
入
薇
歯

で
柿
を
合
う

七
き
父
母
を
思
う
こ
の
項
柿
の
色

）

「月
見
し
て
七
十
年
を
振
り
返
る
」

こ
し
か
た

来
し
方
を
し
み
じ
み
と
味
わ
う
。
「朝

霧
に
つ
つ
ま
れ
受
診
番
を
と
る
」
朝
早

一つ
か

く
順
番
を
と
る
姿
が
目
に
乏
ぶ
。

「柿

落
葉
柿
右
衛
門
色
径
に
敷
き
」
柿
色
の

表
現
が
高
尚
。

投
句
の
中
に
季
重
ね
が
多
い
の
で
注

意
。
投
句
者
が
多
く
、
登
載
句
数
に
制

限
が
あ
り
、
お
詫
び
し
ま
す
。

「夕
映
え
て
裏
年
疎
ら
柿
熟
る
る
」

選
者
吟

選
者
　
麻
生
　
良
昭

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
町
民
ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
。
ハ
ガ
キ
に
作
品
名
と
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
書
き
の
う
え
企
画

調
整
課
広
報
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
応
募
を
。

な
お
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

欠
丼
久
美
子

藤
澤
　
″印
子

工
丼
多
喜
子

原
口
　
孟

一

丼
上
　
マ
キ

小
野
喜
美
夫

伊
東
　
Ｅ
子

佐
藤
　

ん́
入

永
料
左
せ
美

原
口
　
勝
子

佐
藤
　
″印
代

古
光
　
好
美

小
川
　
Ｒヽ
子

森
高

マ
サ
ヨ

赤
峰
　
幸
子

＞
三
国
志

「故
事
来
歴
図
」

当
社
の
氏
子
は
大
字
湯
坪
全
域
で
、
町
道
千

歳
橋
の
そ
ば
か
ら
入
り
、
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。

ま
ず
、
明
治
三
十
四
年
八
月
十
九
日
上
棟
の
神

門
が
あ
り
、
そ
の
向
こ
う
に
広
場
が
あ
る
。
拝

殿
前
に
は
、
文
政
十
二
年

（
一
八
二
九
）
八
月

建
立
の
石
灯
籠

一
対
が
あ
る
。

こ
こ
で
は

「湯
坪
楽
」
が
、
秋
季
大
祭
に
合

わ
せ
て
奉
納
さ
れ
る
。
同
楽
は
文
化
七
年

（
一

八

一
〇
）
、
大
字
町
田
の
小
倉
神
社
氏
子
に
伝

わ
る

「町
田
楽
」

（大
分
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
）
か
ら
の
伝
授
で
あ
る
。

拝
殿
右
側
に
あ
る
板
書
き
に
依
る
と
、
二
立
穣

山
神
社
」
の
ご
神
殿
は
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）

十

一
月
八
日
の
再
建
で
あ
る
。
時
の
大
宮
司
は
小

野
但
馬
守

（粟
野
）
で
、
大
工
棟
梁
は
町
田
村
の

佐
藤
左
之
策

（小
倉
神
社
を
建
て
た
人
。
宮
大
工

と
し
て
活
躍
）
で
、
計
七
百
の
人
夫
で
完
成
。
賃

金
は
、
「拾
九
銭
六
貫
参
百
目
、
外
白
米
八
石
」

と
あ
る
。
ま
た
、
古
挽
は
四
百
工
で
、
棟
梁
は
当

村
住
人
の
熊
谷
文
左
衛
門
で
、
賃
金
は
丁
銭
七
拾

六
貫
日
と
外
に
自
米
四
石
八
斗
ほ
ど
か
か
っ
た
。

当
社
の
拝
殿
は
、
安
政
五
年
八
月
の
完
成
で
、

正
面
に
は
町
内
で
も
珍
し
い
大
額
が
掛
か
っ
て
い

る
。
銘
に
は
、
「明
治
弐
拾
八
年
秋
陰
暦
八
月
十

九
日
、
東
京
美
術
校
画
科
生
、
山
口
縣
人
●
●
謹

画
①
」
と
あ
る
。
山
口
県
人
で
東
京
美
術
学
校
の

画
科
生
徒
の
絵
画
で
、
明
治
二
十
八
年
の
製
作
で

あ
る
。
東
京
美
術
学
校
は
、
東
京
美
術
大
学
美
術

学
部
の
前
身
で
、
明
治
二
十
年
設
立
。
な
ぜ
山
口

県
の
人
が
、
当
社
に
こ
の
よ
う
な
絵
馬
を
奉
納
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筋
湯
温
泉
で
療
養
し
て
い
る

と
き
に
、
病
気
回
復
の
祈
願
を
込
め
て
奉
納
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

額
に
は

「張
飛

・
関
羽

・
玄
徳

。
曹
操

・
・
二

な
ど
が
描
か
れ
て
い
て
、
中
国

『三
国
志
』
の
故

事
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

関
羽
は
蜀
の
武
将
で
、
死
後
も
武
神
と
し
て
大

い
に
崇
拝
さ
れ
た
。
関
羽

・
玄
徳

・
張
飛
は
合
わ

せ
て

「蜀
の
三
傑
」
と
呼
ば
れ
、
特
に
そ
の
二
人

が
桃
花
の
下
で
義
兄
弟
の
約
束
を
す
る
姿
を
描
い

た
も
の
を

「桃
園
三
傑
図
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
蜀
の

軍
師
と
な
り
、
玄
徳
を
援
け
た
の
が
、
か
の
有
名

な
諸
葛
孔
明
。

ヽ
し
ヽ
し

土
寸

Ｄ

添削がありますのでご了承 ください。 広報

3、 ろをと

再贅申
2′ ′

おおたまつみ
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‐く ら 0.01
11月 21日 (水)は「県民ノー残業デー」です

仕事と生活の調和 (ワ ーク・ライフ・バランス)を推

進するため、県内の企業・働 く皆様に定時での退社を呼

びかけています。「ノー残業デー」を導入 していない企

業も、この機会に導入 しませんか。

問い合わせ先 大分労lEl局 労働基準部監督課

8097--536--3212

薬物依存症家族学習会
薬物依存症者のご家族が、本人の回復に向けて薬物依

存症について学びあう場として、薬物依存症学習会を開

催 します。

日  時 11月 21日 (水 )

13:30～ 15:30(受付13:00～ )

場  所 大分県こころとからだの相談支援センター

(大分市玉沢)

薬物 (覚せい剤、大麻、シンナー、処方薬な

ど)依存症者のご家族

講話、当事者の体験発表

無料 (事前申込が必要)

～ 11月 13日 (火 )

大分県こころとからだの相談支援センター

8097--541--5276

対  象

内  容

参 加 費

受付期間

申 込 先

し

し

西部地域労働講座
使用者、人事労務担当者、労働者、その他労働問題に

関心のある方を対象に労働講座を開催 します。

日 時 11月 9日 (金)13:30～ 15:30
場 所 日田総合庁合 4階 (日 田市城町)

内 容 講演「医療・福祉職場の労務管理」

講師 弁護士 寺崎 直史 氏

受講料 無料

申込期限 11月 2日 (金 )

問い合わせ 。申し込み先 大分県労政福祉課

8097-506-3354

精神保健福祉相談 (こ ころの相談)

日 時 11月 8日 【毎月第 2木曜日 14:00～】

場 所 大分県玖珠総合庁舎 3階
内 容 うつ病や認知症等の本人及び家族等に対 して、

専門医による医療相談

その他 相談は無料ですが、事前に西部保健所地域保健

課に予約が必要

問い合わせ先 大分県西部保健所 地域保健課

80973--23--3133 Fax 0973--23--3136

認定司法書士による無料法律相談会
従来の相続や登記の名義等に関するご相談はもちろ

ん、多重債務問題や悪質商法 トラブル等の様々な法律紛

争に関するご相談にも対応 しています。お気軽にご利用

ください。

日 時 11月 9日 (金)13:00～ 15:00
会 場 九重町役場 302会議室

その他 相談料無料 。原則予約不要 (但 し予約者優先)

主 催 大分県司法書士会青年の会

予約 。問い合わせ先 大分県司法書士会青年の会

九重町無料相談会事務局 (担当 大野)

877--6282

大分県で働くすべての方へ。意識したことありますか?

最低賃金

大分県のこれまでの最低賃金 647円
653円 0寺間額)

[発効日]平成24年 10月 4日

※特定の産業には特定 (産業別)最低賃金が定められていま魂

岸堡措談馘員ittXII見」」讐i:光 今月の納税 【固 定 資 産 税】(第 3期 )

【国民健康保険税】納期限10月 31日

民間の被害者支援団体をご存知ですか7

公益社団法人 大分被害者支援センターは、犯罪被害

で悩んでいる方のために、臨床心理士、社会福祉士、弁

護士などの専門家の支援はもちろんのこと、ボランティ

アによる面接 。電話相談をはじめ、訴訟問題、病院や法

廷への付き添い、各種申請手続の支援を行います。相談

は、匿名でも受け付けます。

相 談 電 話 097-532-7711
相 談 日 月～金曜 10:00～ 16:00

薬と健康の週間
～ 知つてる ?聞いてる 7お薬のこと ～

【10月 17日 ～23日】

正しい薬の知識 5原則

1 説明書や薬袋をよく見て使用しましょう。

2 用法・用量を正しく守りましょう。

3 服用時間を守りましょう。

4 子供の手の届かないところに保管しましょう。

5 日光・高温・湿気をさけて保管しましょう。

薬の 110番
【10月 17日 ～19日 、22～23日】

「くすり」についての電話相談に応じます。

お気軽にお問い合わせください。

受付時間 10:00～ 15:00
電話番号 097-544-9512(直通)

社団法人 大分県薬斉」師会 (薬事情報センター)
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ジョブカフェおおいた、おおいた人材Uターンホームページ (SORIN)が 10月からリニューアル !

アドレスは、「http:〃 www.50rin― oita.orjp」 です。
お問い合わせ先:(財)大分県総合雇用推進協会ジョブカフェ本センター 8097-533-8878

九州財務局「出前講座」のご
講師を派遣いたします !!

案内

講演会や研修を開催したいけどテーマが決まらない…

そんなときは、経済・財政・金融等についてべんきょう
しませんか。九州財務局が講師を派遣します。
講演内容例 。最近の経済情勢について

。財政の現状について
。金融経済教育
。国有財産の利用状況等について

※その他の内容についてもご相談に応じます。
開 催 日 原則平日 (9:00～17:00)実施。これ

以外でもご相談に応じます。
費 用 等 講師に係る費用は必要ございません。

(講演料、交通費等の費用は一切不要です)

申 込 方 法 下記の連絡先に電話等で連絡をしていただけ
れば結構です。担当者が日程、講演内容を確
認のうえ、申込書を提出していただきます。

連 絡 先

九州財務局財務広報相談官 8096-353-6351
大分財務事務所総務課   8097-532-7107

「困難を有する子ども・若者の相談業務に
携わる民間団体職員研偽 研修生募集

日  時 平成25年 1月 28日 (月 )～ 2月 1日 (金 )

までの5日 間
場  所 国立オリンピック記念青少年総合センター

(東京都渋谷区代々木)

内  容 二一 卜やひきこもり等、困難を有する若者の
支援課題についてのグループワーク等

受付期間 10月 31日 (水)必着
問い合わせ先 内閣府子ども若者 。子育て施策総合推進室

803-5253-2111(内 線44124)

税務署でのご相談は事前の予約を
税務署でのご相談は、事前予約をお願いします。

具体的書類や事実関係を確認する必要があるなど、相

談内容により電話等での回答が困難な場合には、電話等

で事前に相談日時等をご予約いただいた上で＼所轄の税

務署においてご相談をお受けしております。

予約の際には、お名前 。ご住所 。相談内容等をお伺い

いたします。なお、税金の納付相談や確定申告期におい

て申告書作成会場へお越 しいただく際には、事前のご予

約は必要ありません。

日田税務署 (0973-23-2136 自動音声案内)

借金。債務整理無料相談会
日 時 11月 6日 (火)13:00～ 16:00

※電話による事前予約制

会 場 宇佐市、杵築市、九重町、由布市

予約の際にお知らせ します。

申 込 電話で以下までご連絡 ください。受付は申込順

で、定員になり次第締め切 りとします。 (各会

場定員10名 )

内 容 弁護士、司法書士が多重債務に関する無料相談

(約 30分)を行います。

なお、事前に市町村職員等による内容整理のた

めの面談 (約 30分)があります。

問い合わせ先 九重町役場商工観光課 876-3150

介護就職デイ 2012福祉の就職フェア
介護職種での就職を希望 している方と、当該職種で人

材確保を予定 している事業所の方々にお集まりいただ

く、就職面接会を開催いたします。

介護でのお仕事をお探 しの方、また、事業所の方の多

数の参加をお待ちしております。

日時 11月 13日 (火)13:30～ 16:00(13:00よ り受付)

場所 マリエールオークパイン日田

(日 田市日の出町 1-1)
問い合わせ先

ハローワーク日田 80973-22-8609 山本、金山

日田市福祉人材バンク 80973-24-7026 藤原

原子爆弾被爆者二世に対する無料健康診断
大分県では、原子爆弾被爆者二世の方を対象に、健康

診断を委託医療機関において実施 します。

健康診断対象者

両親、又はそのどちらかが原子爆弾被爆者で、大分

県内にお住まいの方。

申し込みについて

健康診断を希望される方は、住所地の保健所に連絡

をして申し込みを行つてください。なお、受診日に

ついては、保健所と相談をしてください。

申込期間 10月 29日 (月 )～ 12月 7日 (金 )

申込先及び問い合わせ先

申込先    西部保健所 80973-23-3133
問い合わせ先 西部保健所

大分県福祉保健部健康対策課

8097-506--2671

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集
募集種目 資  格 受付期間 試  験  日 試 験 場

推薦
男子で中卒 (見込含)17歳未満の成績優秀かつ生徒会
活動に顕著な成績を修め、学校長が推薦できる者

11月 1日～12月 7日
平成25年 1月 12日 から14日

※いずれか1日 を指定されます くすまち
メルサンホール

一般
男子で中卒 (見込含)17歳未満の者 11月 1日～

平成25年 1月 7日

次

次
一
二

平成25年 1月 19日

平成25年 2月 2日～5日

問い合わせ先 自衛隊大分地方協力本部日田地域事務所玖珠連絡所 872-1116(内線371)
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颯動麟
9月 1日 ～9月 末日届出分

1人 口と世帯

人口

男

女

世帯

10,563人   (-20)
5,028人  (-12)
5,535人  (- 8)
3,903   (- 9)
( )は 前月との増減

(敬 T7T略)

おめでとうございます

行政区九重“夢愴J造塾 (安部武己塾長)が九重町の委託を受け、設立準備

を行っている「九重フアン倶楽部 (仮称)」 の設立シンポジウムが九

重グリーンパーク泉水コミュニティセンターで、 8月 8日 9日の両日

に渡 り開催されました。

この倶楽部は、九重町の恵まれた素材を活かしながら、都市圏住民

の活力や観光客を呼び込むための事業を行うために設立を検討してい

るもの。町内の農 。商 。工関係者が、福岡都市圏の方を中心とした町

外からの参加者約 100名 の前で、九重町の魅力やそれぞれの取 り組み

をふまえたPRを行い、その後、分散会や夜なべ談義を通 じて倶楽部

の方向性などについて議論し、両者が交流を深めました。

同塾では、このシンポジウムや別に行うアンケー トの調査結果で得

た意見などを分析し、倶楽部の企画・サービスや運営手法の案を作

成、本年度中に町に対して報告書を出す予定となっています。

井上凛太朗

井上 路己

小野 巧翔

佐藤 由衣

佐藤 優人

野口 颯太
ゆい

飯田 結衣

帆足 優士

宮崎 大喜

佐藤日向子

おなまえ

おなまえ

直樹

輝樹

嘉文

進太郎

直樹
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あ悔やみ申し上げます

鸞
■中国陳西省中学生派遣事業報告   2～ 3

■中学校再編に関する経過と組織1/1制  4～ 5

■公共交通機関を使いましょう      8
■九重6る さと自然学校        11

上
下
下
尾
本
下
区

二
三
勁

二
四

［［坪　　［　上央柵曲木

陣
陣
湯
横
尾
陣
南
川
中
下
書
桐町の面積 271.41k` / 町の木 くぬぎ 花 ミヤマキリシマ 鳥 カッコウ

1 饉 1鷲 |:,■■ 1休日 当1番 =

獣医については、直接こちらに問い合わせください。

電話 (携帯)090-5721-8191

玖珠消防署 :●

●

救急は119番 872-2141
火災の確認は 872-5100

10月 28日 玖 珠 記 念 病 院 塚  脇 72-1127

11月 一［］［］一　　　　　　　　　　　　　一　　　　一［］［［一

３

　　　　　　　　　　　　　　　　　４

麻生消化器科内科医院 山  田 72-7100

友 成 (町 田)医 院 町  田 78-8811

井 上 医 院 恵  良 76-2711

三池循環器科内科医院 塚  脇 72-6101

11日 武 田 医 院 森 72-0170

友成 (産婦人科)医院 塚  脇 72-0330

18日 小  中  病  院 春  日 72-2167

23日 高 田 病 院 春 日 D」 72-2135

25日 矢 原 医 院 郷  上 77-6121

荒 木 医 院 森 72-2466

10月 28日 田 吹 歯 科 医 院 日田市 0973-24-5510

11月 3日 秋 吉 歯 科 医 院 玖珠町 72-0421

4日 近 藤 歯 科 医 院 日田市 0973-24-6080

11日 荒 本 歯 科 大山町 0973-52-2022

18日 麻 生 歯 科 医 院 恵 艮 76-2310

23日 合 原 歯 科 医 院 日田市 0973-22-5305

25日 石 丼 歯 科 医 院 日田市 0973-24-6886

★都合で変更する場合があります。
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ゆるキャラグランプリ2012に
ミヤちやんがエントリー中
インターネットの人気

投票で「ゆるキャラ」日

本一を決める「ゆるキャ

ラグランプ リ2012J
(実行委員会主催)に、

九重町観光マスコットキ

ャラクター「ミヤちゃ

ん」がエン トリー中で

す !

投票期間は、11月 16日 (金)ま でとなっています。

皆さんの熱いご支援よろしくお願いします !

投票の仕方

ホームページhttpプん酬w.yurugpjp/

(携帯サイトは、http:〃itp nejp/)に アクセス

し、メールアドレス 。パスワードを入力して簡単

ID登録 |(ケータイ・スマホ・パソコンいず

れからでも可能です)1メールア ドレスにつ

き、 1日 1票投票ができます。

F忘れられない風景」にまつわる

手紙をお寄せください
NHK― BSプ レミアム「にっぼん縦断

こころ旅」では、俳優の火野正平さんが

和歌山県から沖縄県までを旅 していま

す。この旅は、みなさんからのお手紙で

ルー トを決定するため、みなさんの「忘

れられない風景」にまつわるエピソー ド

を募集 しています。

住所、氏名、電話番号、性別、年齢、

思い出の場所、場所にまつわるエピソー

ドを、ホームページから、または、フア

ックス 。お便 りでお寄せください。

(大分県は12月 10日 から放送予定)

ホームページから…・httpノ /www.nhk.orjp/kokorotabソ

ヘアクセス :

ファックスから … 03-3465-1327へ 送信 !

お便り     … 〒150-8001 NHK「 こころ旅」へ送付 !

地域・家族ふれあいフェステイバル
日 時 11月 11日 (日 )

場 所 野上小学校

9:00～ 12:00(予定)

内 容 かるた大会 (予定)、 学習発表会

問い合わせ先 野上小学校 877-6804
皆様お誘い合わせの上、ぜひご来場 ください。

九重町図書館臨時休業のお知らせ

11月 4日 (日 )は臨時体業します。
いつも九重町図書館をご利用いただき、ありがとうご

ざいます。

11月 4日 (日 )に九重町役場及び活きいきラン ドの停

電検査が行われます。

この検査は 1年 に 1回行われるもので、この日はすべ

ての電源が止まります。図書館の蔵書管理システムも使

えなくなり、貸出等ができなくなります。

このため、 11月 4日 (日 )は臨時体業になります。

ご迷惑をかけ大変恐縮ですが、よろしくお願いします。

九重町図書館 876-3888

人権・同和問題「お出かけ学習会」
今なお深く残る人権問題についていっしよに学習しま

せんか。

同和問題をはじめ、様々な人権学習会を各行政区の会

合のときや青壮年の会合等どんな集会のときでも結構です。

役場総務課から皆様がお集まりの場所へ出向き「お出

かけ学習会」を行います。学習時間は、30分から40分

いただけたら結構です。どうぞお気軽にご連絡ください。

問い合わせ先 九重町役場総務課

人権 。同和対策グループ 876-3800

こちら 平成24年度 秋季
θ89雷 全国火災予防運動
H月 9日 から11月 15日 までの一週間にわたり、「消すま

では 出ない行かない 離れない」を全国統一防火標語に秋

の全国火災予防運動が実施されます。

この運動は、火気を使用する機会が増え、火災が発生しや

すい時期を迎えるにあたり、一人ひとりが火災予防の知識を

持ち、それを実践することにより火災の発生を防止し、死傷

事故や財産の損失を防ぐことを目的として毎年実施されてい

るものです。

住民の皆さん一人ひとりがこの運動の趣旨をふまえ、日頃

から住宅、地域、職場等における火災予防を心掛けること

が、火災から皆さん自身を、大切な人を、大切なものを守る

ことに繋がるのです。

住宅防火いのちをまもる 3つの習慣

1 ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。

2 寝たばこは、絶対しない。

3 ガスコンロなどのそばを離れるときは必ず火を消す。

以上のような 3つの習慣を身につけ火災を予防しましょう。

平成24年町内地区別事故発生状況保計、属地)

地区別蒲  444賽 徽計

東飯田  1  1

野 上  1 13

飯 田  0  19

南山田  0 12

計    2   45

(2012年 9月 末現在)
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森と夜と世界の果てへの旅
日口寺:2012年 11月 18日 (日 )14:30開演 (14:00開場)

会場 :く すまちメルサンホール

デフ・パペットシ

アター・ひとみは、
ろう者 (耳が聞こえ

ない人)と 聴者(聞 こ

える人)が協力 して

公演活動を行つてい

るプ国人形濠」団で

す。1980年設立。

前売券 大人 2′000円、中高生 1′000円、小学生 500円
(当 日はそれぞれ200円増し)

ナイジェリアの作家エイモス・チュツオーラ著「や

し酒飲み」を原作に、魔術的で自由奔放な世界観を人

形劇化 しました。ろう者 と聴者の感性を活かす、人形

劇の新 しい表現の可育旨性を追求 しました。
ｄ
●
コ
巾

お
お
い
た
　
九

ジ
オ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

お問い合わせ デフ 0パペ玖珠公演の会 872-4721

～ 爾鰊   √ヽイキン

長者原 ビジターセンターでは、自然とのふれあいを目的とし

て、阿蘇くじゅう国立公園くじゆう地区を拠点に、様々なイベン

トを実施 しています。今回は、地元住民である九重町民を主な対

象として、秋の紅葉と滝を楽しんでもらい、地域の自然に対する

理解を深めてもらうことを目的に、吉部登山口から暮雨の滝まで

の約 2kmのコースのハイキング行事を実施 します。
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大分県主催による「おおいた九重ジオシンポジウム」が下

記のとおり開催されます。

多くの方のご来場、お待ちしております。

開催日 11月 13日 (火 )

時 間

シンポジウム 10:00～ 12:30
基調講演、パネルディスカッション

ジオウオーク 14:00～ 16:30

町内の地質遺産 (ノ」ヽ松地獄、龍門の滝など)

を見学する」ヽツアーです。(希望者40名 )

申込締切日 :11月 6日 (火 )

会 場 九重文化センター

主 催 大分県 。九重町

問い合わせ先 九重町役場企画調整課 876-38o7

「ジオパーク」とは…

ジオパーク (geopark)と は、地球科学的に見て重要

な自然の遺産を含む、自然に親 しむための公園。地球科

学的に見て重要な特徴を複数有するだけでなく、その他

の自然遺産や文化遺産を有する地域が、それらの様々な

遺産を有機的に結びつけて保全や教育、ツーリズムに利

用 しながら地域の持続的な経済発展を目指す仕組み。

日本語では「地質遺産」と訳されることがあるが、日

本ジオパーク委員会では「大地の公園Jと いう言葉を使

つている。

場 所

コース

案内者

定 員

参加費

持ち物

(上にはおれるもの)

申込方法 :事前に電話予約 10月 21日 (日 )締切

(長者原ビジターセンター 879-2154)
問い合わせ先 :長者原ビジターセンター 879-2154

(9 :00-17:00)

九重町飯田農協 ドライブイン 9:30集合

吉部登山口～暮雨の滝 片道 1時間程度、高低差100m

程度の初心者向けコースです。

くじゅう自然保護官事務所アクティブレンジャー、長者

原ビジターセンター職員

20名 (小学生以下保護者同伴のこと)

※九重町民を主たる対象とします

300円 (保険料・資料代等 )

歩きやすい服装 (長袖長ズボン)、 運動靴、帽子、リュ

ック、弁当、水筒、筆記用具、雨カッパ、防寒着

10月 28日 (日 )9:30-14:30
雨天中止 (中止時は前日に連絡 )

広報ここのえは、環境にやさしい、古紙配合率100%の再生紙と植物性大豆インクを使用しています。
「 己唱暑暑 広報ここのえ 10月Ξ  24
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